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論 文 内 容 の 要 旨 
 高橋沙希氏の論文「青木繁論－世紀末美術との邂逅」は、明治の洋画家、青木繁と西洋
美術との邂逅を扱った内容で、とりわけ明治浪漫主義の画家、青木繁という従来の研究に
新たな視点、すなわち、世紀末美術の画家、青木繁という捉え方を実証的に提起した斬新
な論考である。  
 内容構成は以下の通りである。  
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序論では、青木繁（1882－1911）の先行研究を採り上げながら、現在の研究における青
木繁論の最大の問題点とは何か、という問いかけを基に、昭和 18(1943)年の河北倫明氏の
研究以後、明治浪漫主義の画家として語られてきた青木繁の特質を分析し、むしろ、世紀
末美術とのかかわりの中に青木繁を位置づけるのが適切ではないかという高橋氏の主張に
そって議論を進めることを鮮明にした。まず、先行研究を踏まえ、これまで深く言及され
てこなかった問題や新たな作品解釈に着手するとともに、明治美術界の範囲を越えて、青
木作品において海外美術がどのように取り入れられているのかを、ラファエル前派をはじ
めとする西洋の世紀末美術との関係を中心に論究した。 
第一章の「青木繁とその評価」では、青木作品の分析・解釈を行うにあたり、まず所蔵
者の複雑な移り変わりとともに、青木が河北氏に評価されるまでの流れを把握した。河北
氏によって青木が評価される以前、つまり一般的に彼の作品の評価が低くなってしまった
といわれている当時においても、彼の作品が魅力あるものであったこと、加えて河北氏の
研究を可能にしたのは、それまで青木の作品を評価し、保護していた友人・愛好家のおか
げでもあったということについて言及した。 
第二章の「青木繁の構想画に見る壁画的性格」では、まず青木の画業が、どのような時
代背景の下で行われていたのかを把握するために、明治期に描かれた「構想画」の要素を
検討した後、その一要素である壁画的性格に注目した。これまで、青木の構想画に関わる
特質については詳細に述べられていないが、構想画の特質である壁画的画面をこの時代の
画家、すなわち、黒田清輝(1866～1924)と藤島武二(1867～1943)、ラファエル・コラン
(Raphael Collin)(1850～ 1916)、ピュヴィス・ド・シャバンヌ (Pierre Puvis de 
Chavannes)(1824～1898)、フェルディナント・ホ―ドラー(Ferdinand Hodler)(1853～1918)
などが目指していたこと、そして、青木も、彼らの影響を受け、壁画的画面を目指してい
たことを明らかにすることによって、青木の構想画の性格がより明らかになった。 
第三章の「デッサンからみる海外の美術作品との交流」では、画家の自由な興味や関心
を示す貴重な資料であるにもかかわらず、これまでほとんど研究が行われていない青木の
デッサンについて考察した。前期のデッサン(1882～1903 年)において、すでに青木の想像
力豊かな作品が描かれており、前期の後半においては、インド文化や古代神話に題材を得
た作品が現れ始めていることを確認できた。中期のデッサン(1904～1907 年)では、西洋美
術の影響を受けたデッサンや空想に飛んだ、興味深いデッサンを多く見出すことができた。
後期のデッサン(1908～1911 年)では、人物や風景などの穏やかな作品が多いものの、中に
は青木の特異な想像力を活かした作品もあることがわかった。 
第四章の「青木繁とラファエル前派」では、青木との関係が最も深いと指摘されながら
も、これまで多く述べられていない、ラファエル前派と青木との邂逅について考察した。
青木が、ラファエル前派を選択した要因について、作品自体ではなく、芸術思想に着目し、
アカデミズムに対する対抗意識への共感、サロメへの関心、ラファエル前派における深い
文学との関わりへの好感という要因を挙げた。青木にとってラファエル前派とは、まさに
彼が憧憬した「假象の社会」を描いていた画家たちであり、そのことが、青木とラファエ
ル前派の作品が類似している最大の要因でもあるということを主張した。 
第五章の「藤島武二・青木繁と世紀末美術」では、明治浪漫主義の代表的な画家である
と見做されている青木の作品にとって、明治浪漫主義という概念規定が曖昧であること、
同時に、西欧の世紀末美術との関係が多く指摘されているということを明らかにした。そ
して、「明治浪漫主義」という曖昧な概念を用い続けるよりも、彼らの作品に即して、彼ら
を「日本における世紀末美術」の画家と呼ぶべきだということを提唱した。 
第六章の「《旧約聖書物語挿絵》に関する一考察」では、青木と西洋美術との関連が明
白な形で表れている例として、青木が描いた『旧約物語』〔中村吉蔵(春雨)・明治 40 年・
金尾文淵堂〕の挿絵について注目した。この作品には、色彩、賦彩法、筆触に、相違が確
認され、青木以外の画家の手が入っているということが分かっている。しかし、それがど
の作品にあたるのかということは、今まで一度も本格的な検討が行われておらず、本論で
特定を試みた。 
第七章の「晩年における青木繁作品」では、それまでの青木の作風とは異なる晩年の作
品に注目した。晩年の作風変化に関しては、中央画壇に認められないまま 28 歳という若さ
で終わった青木の薄幸の生涯も影響し、悲劇的な事実としてのみ捉えられていることが多
く、詳細に分析されてこなかった。本論では、青木の晩年作品は、色彩の美しさは失われ
ていないものの、主題や筆触において変化がみられることを把握した。 
以上の研究から、先端的な活動を可能にしたのは、青木の卓越した才能であったことは
いうまでもないが、同時に彼の筆触、色彩感覚、想像力の豊かさなどの青木の特徴と、ラ
ファエル前派をはじめとする世紀末芸術との邂逅があったからだと考えられる。第二章で
みたように、世紀末から 20 世紀初頭における日本とヨーロッパに共通に見られる壁画的画
面への志向は、複雑に絡み合い交流する美術の伝播・交渉の証しである。すなわち、両者
の関係は、単なる影響関係を越えて共時的である。青木の制作活動を、日本という地域の
枠組みから切り離して、当時の国際的な美術思潮の中に位置づけ、「日本の洋画家・青木繁」
ではなく、「19 世紀後半から 20 世紀初頭に活躍した画家・青木繁」と位置付けたとき、青
木の作品群は、国際的な美術潮流のなかから生まれたとしかいえないような相貌を露わに
する。一国主義的な研究方法のみでは、青木を正当に位置づけることができないにもかか
わらず、これまで青木を日本美術史のなかだけで研究して来たことが、近年、青木の研究
が停滞している要因のひとつなのかもしれない。単なる西洋の模倣だと判断されがちな明
治時代の洋画において、青木は、日本、あるいはアジアを代表する洋画家として西洋の画
家と肩を並べるやり方で評価されるべき人物である。 
 本論の最後の主張として、今後の研究においては、明治の洋画家、青木繁を日本近代美
術史の中に厳密に位置づけながらも、文化交渉学的観点を踏まえつつ、西洋をも含めた世
紀末美術の画家として扱っていくべきであると結論を述べた。  
 
  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 高橋氏の論文は、近年、いささか停滞していると感じられる青木繁の研究に、新たな主
張、つまり「明治浪漫主義の画家、青木繁」という定義から、「世紀末美術の画家、青木繁」
という定義へと研究を進展させ、さまざまな資料を発掘しながら、実証的に論を進め、青
木繁像を一変させた重みのある研究である。  
 青木繁を語る際に重要な、構想画やラファエル前派らとの関係に果敢に取り組み、新知
見を主張したことは、高橋氏の大きな功績である。研究者としての高橋氏の特徴は、徹底
した先行研究の紹介とその分析、緻密な実証的論証と作品の的確な見方にある。さらに、
作品を見る目が鋭く、それによって、高橋氏の青木繁論は、的を外さず、青木芸術の核心
へと入り込むことができる。  
また、作品評価の正確さという武器をもって、さまざまな美術作品を縦横に論じる本格
的な論考は、若手の研究者にはなかなか見られない美点だと思われる。さらに、日本美術
史の中で一国主義的に語られてきた青木繁に対して、ヨーロッパの世紀末美術を比較材料
として採り上げながら、青木繁を全世界的に展開した世紀末の藝術家として位置づけた論
考は、まさに文化交渉学的な美術史論として成功しており、ここに新しい日本近代美術史
の誕生をみることができる。その観点からいって、本論文は久々の独創的な青木繁論とし
て学会にも寄与できる優れた内容を示している。 
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
